
Midsu m mer
夏 の
ヘ ル シ ン キ を
旅 す る

夏 至 祭

夏 至 祭 と 、 サ ウ ナ と 。

フ ィ ン  ラ ン ド ／ ヘ  ル  シ  ン  キ

セ ウ ラ サ ー リ 島 で 開 催 さ れ る 夏 至 祭 に 参 加 す る

セ ウ ラ  サ  ー リ 島  の  夏  至  祭  で  は フ ィ ン  ラ ン ド
国  旗 を 持 っ た 人 々 の パ レ ー ド が 見 ら れ る

サ ウ ナ 後 に は 、 外 気 浴 で ク ー ル ダ ウ ン
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ダ ン ス は 見 物 客 で も 自 由 に 参 加 し て O K

深 夜 1: 0 0 頃 の セ ウ ラ サ ー リ 島

昔 の 衣 装 に 身 を 包 ん だ ス タ ッ フ に 遭 遇 ！

フ ィ ン ラ ン ド 語 で 「 ユ ハ ン ヌ ス 」 と 呼 ば れ る 夏 至 は 、 1 年 で 最 も 日

照 時 間 が 長 く な る 日 。 隣 国 ス ウ ェ ー デ ン で は 古 く か ら 夏 至 の 日

を 盛 大 に 祝 う が 、 長 く ス ウ ェ ー デ ン の 支 配 を 受 け た フ ィ ン ラ ン

ド に お い て も 独 自 の 形 で 特 別 な 行 事 と な っ て い る 。 夏 至 祭 は 毎

年 6 月 1 9 日 直 後 の 土 曜 で 、 こ の 日 は 多 く の 人 が サ マ ー コ テ ー ジ

へ と 出 か け 、 夏 の 休 暇 を 謳 歌 す る 。

ヘ ル シ ン キ の セ ウ ラ サ ー リ 島 は 、 古 い 伝 統 家 屋 が 点 在 す る 野 外

博 物 館 。 こ こ で は 、 伝 統 に 則 っ た 夏 至 祭 が 開 催 さ れ る 。 広 場 に

は メ イ ポ ー ル と い う 草 花 で 作 っ た 柱 が 立 て ら れ 、 そ の 周 り で 民

族 衣 装 に 身 を 包 ん だ 人 々 が ダ ン ス を 披 露 。 草 む ら に 目 を や れ ば 、

花 の 冠 を 作 る 女 性 た ち の 姿 が そ こ か し こ に 。 メ イ ン と な る の は 、

“ コ ッ コ”と い う か が り 火 。 祭 り は 夕 方 1 7: 0 0 頃 か ら ス タ ー ト し 、

日 付 が 変 わ る ま で 行 わ れ る 。 太 陽 は 常 に 燦 々 と 輝 き 、 祭 り の 終

わ り 頃 に な っ て よ う や く 夕 焼 け に 。 人 々 は 常 に 外 に い て 、 全 身

で 太 陽 の 光 を 浴 び る 。 冬 に は 極 夜 と な る フ ィ ン ラ ン ド 人 に と っ

て 、 太 陽 が 特 別 な 存 在 な の だ と 実 感 で き る 瞬 間 だ 。

夏 至 祭 で は 、 湖 畔 や 広 場 で コ ッ コ と い う か が り

火 が た か れ る 。 炎 に は 悪 魔 を 追 い 払 い 豊 作 を も

た ら す と い う 言 い 伝 え が あ る こ と か ら 、 か つ て

は 夏 至 祭 の 間 中 燃 や し 続 け ら れ て い た と い う 。

サ マ ー ハ ウ ス で は 焚 き 火 を し 、 多 く の 地 方 の 町

で も か が り 火 の イ ベ ン ト が 開 催 さ れ る 。

国 民 が 待 ち 望 む “ コ ッ コ ” と は ？

夏 の フ ィ ン ラ ン ド は 、 白 夜 の 時 期 。

太 陽 の 光 を 満 喫 す る た め 、 人 々 は 外 で

め い っ ぱ い 遊 ぶ 。 首 都 ・ ヘ ル シ ン キ で 、

フ ィ ン ラ ン ド な ら で は の 祭 り と

サ ウ ナ を 体 験 し て み よ う 。

み  な  思  い  お  も い  の  花  冠  を  作  っ て  い  る 小 舟 に 乗 っ て コ ッ コ に 火 を 付 け る 織  物 や レ ー ス な ど の ワ ー ク シ ョ ッ プ も 開 催
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Sau na
ヌ ー ク シ オ 国 立 公 園 に は 3 つ の ハ イ キ ン グ コ ー ス が あ る フ ィ ン  ラ ン ド 人 も こ ぞ  っ て ベ リ  ー  を  摘  ん で  い  る

ロ ン ナ 島 の サ ウ ナ 室 に は 窓 が あ り 、
海 を 見 な が ら 温 ま る こ と が で き る
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島 は 歩 い て 1 0 分 ほ ど で 回 れ る ほ ど の 広 さ

© T e e m u L a u t a mi e s / S h e r p a サ ウ ナ の あ と は 海 で の ス イ ミ ン グ を 楽 し ん で

か つ て は 海 軍 の 施 設 と し て 利 用 さ れ て い た ロ ン ナ 島
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ヘ ル シ ン キ に は 、 夏 限 定 の ア ク テ ィ ビ テ ィ や 体 験 が 満 載 ！ 地 元 の 人 に も 人 気 の あ る 4 つ を ご 紹 介 。

フ ィ ン ラ ン ド の 夏 は 日 が 長 く 、 治 安 も い い の で 、 夜 遅 く ま で 外 出 で き る の も う れ し い 。

サ ウ ナ

夏 季 の み オ ー プ ン す る ア イ ラ ン ド サ ウ ナ で と と の う

サ ウ ナ 発 祥 の 国 で あ る フ ィ ン ラ ン ド に は 、 3 0 0 万 も の サ ウ ナ が

あ る と い わ れ て い る 。 ヘ ル シ ン キ に も 多 く の 公 共 サ ウ ナ が あ る

が 、 な か で も 個 性 的 な の が ロ ン ナ 島 。 な ん と 島 が ま る ま る サ ウ

ナ 施 設 に な っ て い る の だ 。 島 へ は ヘ ル シ ン キ の 港 か ら フ ェ リ ー

で 約 1 0 分 。 島 に は カ フ ェ や レ ス ト ラ ン も あ り 、 半 日 く ら い ゆ っ

く り 過 ご す と い う 人 も 。 サ ウ ナ は 伝 統 的 な ス モ ー ク サ ウ ナ と 電

気 式 の サ ウ ナ が あ り 、 男 女 共 同 の た め 水 着 着 用 。 温 ま っ た 後 は

海 へ と 飛 び 込 む の が 、 本 場 な ら で は の 楽 し み 方 。 ロ ン ナ 島 は 5 月

上 旬 ～ 9 月 下 旬 の み オ ー プ ン 。 観 光 客 は も ち ろ ん 、 ヘ ル シ ン キ っ

子 に と っ て も 夏 の 間 の と っ て お き の 楽 し み と な っ て い る の だ 。

ヘ ル シ ン キ に あ る 人 気 の ユ ー ス ホ ス テ ル 「 ユ ー ロ ホ ス テ ル E u r o h

o s t el 」 に も サ ウ ナ が あ り 、 宿 泊 者 な ら 誰 で も 気 軽 に 利 用 で き る 。

フ ィ ン ラ ン ド 人 は 、 夏 の 週 末 に は こ ぞ っ て 郊 外 の 自 然 公 園

へ と 出 か け 、 ハ イ キ ン グ を し て 過 ご す 。 ヘ ル シ ン キ の 周 辺

に も 多 く の 自 然 公 園 が あ る が 、 特 に 人 気 な の が ヌ ー ク シ オ

国 立 公 園 。 森 の 中 に 湖 が 点 在 し 「 森 と 湖 の 国 」 を 体 感 で き る 。

煙 突 の な い ス ト ー ブ で 薪 を 燃 や

し て 部 屋 を 温 め る 伝 統 的 な フ ィ

ン ラ ン ド サ ウ ナ 。 温 め る の に 手

間 と 時 間 が か か る 。

サ ウ ナ の 種 類 ス モ ー ク サ ウ ナ

薪 に 火 を 付 け 、 部 屋 全 体 を

温 め る 方 式 の サ ウ ナ 。 薪 の

香 り が 心 地 よ く 、 リ ラ ッ ク

ス 効 果 が 高 い 。

薪 式 サ ウ ナ

電 気 で サ ウ ナ ス ト ー ン を 温

め る 、 現 代 式 の サ ウ ナ 。 薪

式 と 比 べ サ ウ ナ の 温 度 を 高

く 設 定 で き る 。

電 気 式 サ ウ ナ

ロ ウ リ ュ し て 部  屋 の 温  度 を 調  節 し よ う

ジ ェ ネ ラ ル イ ン フ ォ i n フ ィ ン ラ ン ド

時 差 ： 日 本 よ り 7 時 間 遅 れ 。 サ マ ー タ イ ム 実 施 期 間 （ 3 月 最 終 日 曜 ～ 1 0 月 最

終 日 曜 ） は 6 時 間 遅 れ 。

ビ ザ ： 1 8 0 日 の 期 間 内 に 、 合 計 9 0 日 ま で の 滞 在 な ら 不 要 。

通 貨 ： ユ ー ロ( €) 。2 0 2 5 年 5 月 9 日 時 点 、€ 1 = 1 6 3. 5 円

物 価 ： 宿 泊 費 、 外 食 費 と も 日 本 よ り も 高 い 。 特 に ヘ ル シ ン キ な ど 都 市 部 は

外 食 費 が 高 く つ く 。 ユ ー ス ホ ス テ ル な ど 手 頃 な 宿 泊 施 設 で も 設 備 が 整 っ

て い る の で 、 お す す め 。

ベ ス ト シ ー ズ ン ： 6 ～ 9 月 頃 の 夏 か ら 秋 。 夏 至 は 毎 年 6 月 2 0 ～ 2 2 日 。 冬 の 寒

さ は 非 常 に 厳 し い が 、1 2 月 に は 街 が ク リ ス マ ス ム ー ド に 包 ま れ 、 各 地 で

ク リ ス マ ス マ ー ケ ッ ト が 開 催 さ れ る 。

現 地 ユ ー ス ホ ス テ ル 情 報 ： h t t p s: / / w w w. h o s t elli t. fi / e n /

よ り 詳 し い 情 報 は 『 地 球 の 歩 き 方 北 欧 編 』『 フ ィ ン ラ ン ド 編 』『 a r u c o フ ィ ン ラ ン ド 』 へ ▶

フ ィ ン  ラ ン ド  編

2 0 2 5 年 7 月 新 刊 ！

夏 の ヘ ル シ ン キ＋ α で 楽 し む

上 ） 森 の ベ リ ー は そ の

場  で  味  わ  っ て み  て

下  ） キ ノ コ は  毒  キ ノ コ

の 場 合 が あ る の で 、 専

門  知  識 を 持 っ た 人 と 一

緒  に  行 こ う

フ ィ ン ラ ン ド に は 森 の 恵 み は み ん な の も の で あ る と い う 「 自

然 享 受 権 」 が あ り 、 ベ リ ー や キ ノ コ な ど は 誰 で も 自 由 に 採 る

こ と が で き る 。 ハ イ キ ン グ の た め に 森 を 訪 れ た ら 、 地 元 の

人 と 一 緒 に ベ リ ー 摘 み ＆ キ ノ コ 狩 り に チ ャ レ ン ジ し よ う ！

ヘ ル シ ン キ の 港 に 面 し た マ ー ケ ッ ト 広 場 は 、 飲 食 か ら 青 果 、

お み や げ ま で さ ま ざ ま な 屋 台 が 並 ぶ 青 空 市 。 1 年 中 オ ー プ

ン し て い る が 、 ハ イ シ ー ズ ン は 夏 。 軒 先 を ベ リ ー や キ ノ コ

が 埋 め 尽 く す 風 景 は 、 夏 か ら 秋 の ヘ ル シ ン キ の 風 物 詩 。

小 型 の ク ル ー ズ 船 で 島 々 を 回 る ツ ア ー が 出 て い る

ヘ ル シ ン キ の 南 に 広 が る バ ル ト 海 に は 3 0 0 以 上 の 群 島 が あ

り 、 夏 は 島 々 を 巡 る ク ル ー ズ が 盛 ん 。 島 に は 豊 か な 自 然 が

残 り 、 ビ ー チ な ど の レ ク リ エ ー シ ョ ン も 楽 し め る 。 都 会 の

喧 騒 を 離 れ て 静 か に 過 ご し た い 人 に お す す め 。

秋  頃  に は  キ ノ コ も 登  場  。
こ ち ら は 「 黄 金 キ ノ コ 」 こ と カ ン タ レ ッ リ

上  ） 夏  は  フ  ィ  ン  ラ  ン  ド

産  ベ  リ  ー  の  シ  ー ズ  ン ！  

時 期 に よ り 旬 の ベ リ ー

が 異 な る

下  ） サ  ウ  ナ  ハ  ッ  ト  な  ど

の お み や げ も 豊 富

① ハ イ キ ン グ ②  ベ リ ー  摘  み ＆ キ ノ コ 狩 り

③  屋  外 マ ー  ケ  ッ ト ④  群  島  ク ル  ー ズ
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